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令和８年度有年考古館企画展「考古学からみた赤穂の塩づくり」 

 

 

１ 趣旨 

日本遺産「『日本第一』の塩を産したまち播州赤穂」のストーリーのうち、
塩づくりのルーツとなった古代に焦点をあて、土器製塩の実験の成果を交えつ
つ、考古学の視点から赤穂の塩づくりの歴史を紹介します。 
 

２ 会期 

 令和８年９月 9 日（⽔曜日）〜１２月７日（月曜日） 
 
３ 開催場所 

 赤穂市立有年考古館１階展示室 
 
４ 入館料 

 無料 

 

５ 展示資料 

 東有年・沖田遺跡出土土器 

 堂山遺跡出土土器 

 復元土器 

ほか約６０点 

 

６ 印刷物・広告等 

 ポスター、チラシ、インターネット、Web サイト「赤穂市立有年考古館」
(http://www.ako-hyg.ed.jp/bunkazai/unekokokan/） 

会 見 年 月 日 令和８年８月２８日（金曜日） 

担 当 課 教育委員会 文化財課 文化財係 （担当者名：荒木・森田） 

問い合わせ先 TEL：0791-43-6962 （内線：２３２５） FAX：0791-43-6895 





　赤穂は江戸時代、「日本第

一」と称された塩の名産地で

す。

　江戸時代よりも前、日本の

塩づくりのルーツとなった古

代において、赤穂の人々はど

のような塩づくりを行ってい

たのでしょうか。

　本展では、発掘調査によっ

て明らかになった、古代の赤

穂における塩づくりの歴史

を、赤穂市教育委員会で行っ

た土器製塩実験の成果を交え

てご紹介します。

▶完成した塩

▲沸騰するかん水

▲東有年・沖田遺跡出土製塩土器


